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八百屋塾ホームページをごらんください
▼「八百屋へ行こう」で検索
http://www.shoukumi.or.jp/index.htm
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●バナナの情報は八百屋塾ホームページで●
◆講演◇2010年4月18日「バナナ」について(株)松孝代表取締役社長吉村誠晃氏◆商
品情報◇2010年4月18日(株)松孝葉山聡幸氏 ◇2011年6月19日 (株)ドールご担当
◆視察＆セミナー ◇2011年9月11日(株)ドール「フレッシュシステム川崎センター」

「バナナ・果物消費動向2023」で、19年連続「よく食べる果物」1位！
2位は「りんご」、3位「みかん」です。 (日本バナナ輸入組合調べ)

【サニート】
エクアドルで
人気のブランド

【オリート】 エクアドル産セニョリータ
通称モンキーバナナ

【カルダバ】 フィリピンで
最も多い料理用バナナ

【モラード】皮の色が赤紫から
赤茶で厚い。味はあっさり

【ボニータ】
エクアドルの
日本向けブランド

【品種不明】
フィリピン

バナナの語源は、西アフリカに住むウォロフ

族の「バナンナ(banaana)」が通説
バナナの栽培は紀元前5千年～1万年頃、
偶然できたタネなしバナナから始まる

原種は、マレー半島原産「ムサ・アクミナー

タ」とフィリピン原産「ムサ・バビルシアーナ」

たたき売りは、大正後期、輸送中に熟した

バナナを換金するために門司港で始まった

バナナは高さ2～10メートルの多年生の
草、幹に見えるのは葉が重なった偽茎

バナナは木ではなく草なので、農林水産

省の分類では「野菜」

チチュウカイミバエなどの侵入を防ぐため、

青いうちに収穫、輸入通関後、ムロで追熟

日本で流通するバナナの99.9％以上が
輸入品。そのうち約8割がフィリピン産、約
1割エクアドル産

4月21日(日)八百屋塾のテーマはバナナ
講師:株式会社スミフルジャパン

フィリピン、エクアドル他各産地のプレミアムバナナや、「モラード」
「キウイーナ」などの変わり種など、バナナをとことん食べくらべ！


